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平
成
24
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

平
成
24
年
度
の
短
期
財
源
率
に
つ
い
て

共
済
組
合
に
公
費
負
担
受
給
の

報
告
を
お
願
い
し
ま
す

限
度
額
適
用
認
定
証
で
外
来
時
の
窓
口
負
担
も

軽
減
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
／
他

新
組
合
員
の
皆
さ
ん
へ

（
共
済
組
合
福
祉
事
業
の
ご
案
内
）

貸
付
事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
自
家
保
険
か
ら
民
間
損
害
保
険
へ
〜
／
他

特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
方
は

指
導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
！
／
他

健
康
記
事（
運
動
）
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●組合員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（単位：人）
組 合 員 種 別 平成24年度末推計

一般組合員
一 　 般 　 職 13,101
特 　 別 　 職 48

市　 町　 村　 長　 組　 合　 員 19
特　 定　 消　 防　 組　 合　 員 1,715
長 期 組 合 員（ 特 別 職 ） 1
市 町 村 長 長 期 組 合 員 1
船　 員　 一　 般　 組　 合　 員 16
継　 続　 長　 期　 組　 合  員 1

小 　 　 　 　 　 　 計 14,902
任　 意　 継　 続　 組　 合　 員 318

合 　 　 　 　 　 　 計 15,220

●所属所数　　　　　　　　
市 町 一部事務組合等 計
11 9 23 43

●各経理の収支推計　　　　　　　　　　 　　　　　（単位：千円）

収　入 支　出 当期利益金
（△当期損失金）

短 期 経 理
9,963,560 10,083,880 △　120,320
698,664 696,828 1,836

長 期 経 理 21,376,535 21,376,535 0
預託金管理経理 186,663 186,663 0
業 務 経 理 240,976 249,889 △　　8,913
保 健 経 理 432,035 300,769 131,266
宿 泊 経 理 155,902 164,847 △　　8,945
貯 金 経 理 777,020 569,791 207,229
貸 付 経 理 230,518 228,375 2,143
物 資 経 理 19,976 17,786 　　2,190
合 　 　 　 計 34,081,849 33,875,363  206,486
※短期経理の欄の上段は医療保険、下段は介護保険の収支を示す。

区分

経理名
325,159324,312323,959

323,103322,888

15,472人

15,184人

14,902人

322,058

22年度末
実績

長
期

短
期

23年度末
見込

24年度末
推計

組合員数及び平均給料月額の推移
（任意継続組合員を除く）

組合員数

平
成
24
年
度

　

平
成
24
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
が
、

2
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
第
1
8
0
回
組

合
会
で
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
依
然
続
く
組
合
員
数
の
減

少
や
給
与
の
伸
び
が
見
込
め
な
い
こ
と
に

よ
る
掛
金
・
負
担
金
収
入
の
減
収
、
ま
た
、

社
会
経
済
情
勢
な
ど
の
影
響
か
ら
、
短
期

経
理
、
業
務
経
理
、
宿
泊
経
理
に
お
い
て

当
期
損
失
金
を
見
込
む
厳
し
い
予
算
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

各
経
理
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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こ
の
経
理
は
、
短
期
給
付
及
び
長
期
給

付
事
業
の
事
務
に
要
す
る
費
用
等
を
賄
う

経
理
で
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
負
担

金
（
組
合
員
1
人
当
た
り
5
6
0
6
円
）、

短
期
経
理
か
ら
の
繰
入
金（
組
合
員
1
人

当
た
り
1
8
6
0
円
）及
び
全
国
市
町
村

職
員
共
済
組
合
連
合
会（
以
下「
全
国
連
合

会
」と
い
う
。）か
ら
の
交
付
金（
組
合
員
1

人
当
た
り
4
2
1
4
円
）に
よ
り
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
組
合
員
数
の
減
少
な
ど
に

よ
る
負
担
金
等
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、
ま

た
、
前
年
度
に
開
催
し
た「
共
済
事
業
に
関

す
る
懇
談
会
」で
ご
要
望
の
多
か
っ
た
組

合
員
証
の
カ
ー
ド
化
を
実
施
す
る（
10
月

予
定
）こ
と
と
し
て
、
当
該
費
用
を
計
上

し
、
年
度
末
で
は
8
9
0
万
円
の
当
期
損

失
金
を
見
込
む
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（　）内は支出に占める割合（　）内は収入に占める割合

その他（委託費・
賃借料・普及費など）
53,963（21.6%）

事務費負担金
66,896
（26.8%）

職員給与・
旅費・事務費
129,030
（51.6%）

当期損失金　8,913利息及び配当金　73

負担金
150,491
（62.5%）

連合会交付金
62,635
（26.0%）

その他　42
短期経理より繰入
27,735（11.5%）

収入
240,976
（単位：千円）

249,889
（単位：千円）

支出

業
務
経
理

●掛金率・負担金率及び公的負担金率等一覧表（平成24年度）
掛　　　金　　　率 負　担　金　率

短　　　　期 長　　　　期
保健

短　　　　期 長　　　　期
保健

短期分 介護分 ４月～ ９月～ 短期分 介護分 ４月～ ９月～

一般組合員
一般職 59.40

(47.52)
6.60
(5.28)

99.1375
(79.31)

101.3500
(81.08)

2.5
(2.0)

59.40
(47.52)

6.60
(5.28)

99.5125
(79.61)

101.7250
(81.38)

2.5
(2.0)

特別職 47.52
(47.52)

5.28
(5.28)

79.31
(79.31)

81.08
(81.08)

2.0
(2.0)

47.52
(47.52)

5.28
(5.28)

79.61
(79.61)

81.38
(81.38)

2.0
(2.0)

市 町 村 長 組 合 員 47.52
(47.52)

5.28
(5.28)

79.31
(79.31)

81.08
(81.08)

2.0
(2.0)

47.52
(47.52)

5.28
(5.28)

79.61
(79.61)

81.38
(81.38)

2.0
(2.0)

市町村長長期組合員 1.80
(1.80) －

79.31
(79.31)

81.08
(81.08)

2.0
(2.0)

1.80
(1.80) －

79.61
(79.61)

81.38
(81.38)

2.0
(2.0)

特 定 消 防 組 合 員 59.40
（47.52)

6.60
(5.28)

99.1375
(79.31)

101.3500
(81.08)

2.5
(2.0)

59.40
（47.52)

6.60
(5.28)

99.5125
(79.61)

101.7250
(81.38)

2.5
(2.0)

船 員 一 般 組 合 員 55.77
(44.616)

6.60
(5.28)

99.1375
(79.31)

101.3500
(81.08)

2.5
(2.0)

63.03
(50.424)

6.60
(5.28)

99.5125
(79.61)

101.7250
(81.38)

2.5
(2.0)

継 続 長 期 組 合 員 － － 99.1375
(79.31)

101.3500
(81.08) － － － 99.5125

(79.61)
101.7250

(81.38) －

特別財政調整
負 担 金 率

育児・介護
公的負担金率

基 礎 年 金
公的負担金率

一 般 組 合 員（ 一 般 職 ）
特 定 消 防 組 合 員
船 員 一 般 組 合 員

0.25
(0.20)

0.3375
(0.27)

47.125
(37.7)

市 町 村 長 組 合 員
一 般 組 合 員（ 特 別 職 ）

0.20
(0.20)

0.27
(0.27)

37.7
(37.7)

市 町 村 長 長 期 組 合 員 － 0.27
(0.27)

37.7
(37.7)

継 続 長 期 組 合 員 － － 47.125
(37.7)

注１　表中上段は、給料の額に乗じる率。下段（　　　）は、期末手当等に乗じる率となっています。
　２　　　　　については、4月1日から変更になった部分です。

区　分

組合員種別

区　分
組合員種別

（単位：‰）

平成24年度平成24年度 事業計画及び予算事業計画及び予算
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こ
の
経
理
は
、
組
合
員
及
び
そ
の
被
扶

養
者
の
医
療
に
係
る
給
付
、
出
産
・
休
業
・

災
害
な
ど
に
係
る
給
付
及
び
介
護
保
険
料

の
収
納
・
納
付
を
行
う
経
理
で
す
。

【
短
期
給
付
関
係
】

　

今
年
度
は
、
更
な
る
組
合
員
数
の
減
少

に
伴
う
掛
金
・
負
担
金
の
減
収
が
見
込
ま

れ
ま
す
が
、
高
齢
者
医
療
制
度
に
係
る
拠

出
金
等
が
平
成
22
年
度
の
精
算
に
よ
り
大

幅
に
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
財
源
率
を
、

前
年
度
よ
り
2
・
4
‰
引
き
下
げ
、
95
・
0 

4
‰
と
す
る
収
支
見
込
み
と
な
り
、
平
成

18
年
度
か
ら
6
年
間
受
け
て
い
た
全
国
連

合
会
が
実
施
す
る
財
政
支
援（
短
期
給
付

財
政
調
整
事
業
・
特
別
財
政
調
整
事
業
）を

受
け
な
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
は
1
億
3
5
0
0

万
円
の
剰
余
金
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

全
国
連
合
会
か
ら
財
政
支
援
を
受
け
て
い

た
た
め
当
該
剰
余
金
相
当
額
を
返
還
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は

1
億
2
0
0
0
万
円
の
当
期
損
失
金
が
生

じ
、
1
5
0
0
万
円
の
欠
損
金
補
て
ん
積

立
金
を
積
み
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
高
齢
者
医
療
制
度
に

係
る
拠
出
金
等
は
、
前
期
高
齢
者
納
付

金
の
大
幅
な
減
少
に
よ
り
、
総
額
40
億

1
3
0
0
万
円（
対
前
年
度
予
算
比
3
億

1
9
0
0
万
円
減
）を
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
支
出
の
45
％
を
占
め
る

高
い
割
合
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
財
源

率
95
・
0 

4
‰
の
う
ち
43
・
4 

0
‰
が
、
高

齢
者
医
療
制
度
の
支
援
に
要
す
る
財
源
率（
特

定
保
険
料
率
に
相
当
す
る
率
）と
な
り
ま
す
。

【
介
護
保
険
関
係
】

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
40
歳
以
上
65

歳
未
満
の
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
共
済
組

合
が
保
険
料
を
収
納
し
、
社
会
保
険
診
療

報
酬
支
払
基
金
に
納
付
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
介
護
保
険
に
要
す
る
財
源
率
は
、

前
年
度
よ
り
0
・
1
6
‰
引
き
下
げ
、
10
・

5
6
‰
と
す
る
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（　）内は支出に占める割合（　）内は収入に占める割合

支出
10,780,708
（単位：千円）

収入
10,662,224
（単位：千円）

当期介護利益金
1,836

給付金
（保健・休業・災害）
4,579,681
（42.5%）

前期高齢者納付金・
後期高齢者支援金
　　　　　3,606,543
　　　　　（33.4％）

その他（連合会払込金など）
638,050（5.9%）

次年度繰越支払準備金
730,289（6.8%）

当期短期損失金
120,320

前年度繰越支払準備金
720,275（6.8%）

附加給付・
一部負担金払戻金
96,027（0.9%）

介護納付金
696,246（6.5%）

老人保健・退職者
給付拠出金
406,137（3.8%）

業務経理へ繰入
27,735（0.2%）

介護掛金・負担金
698,655（6.5%）

その他
430,336（4.0%）

短期掛金・負担金
8,812,958（82.7%）

短
期
経
理

●短期経理収支状況

利
益
金

不
足
金

18年度
実績

－221,213

－75,336

28,110

-118,484

（千円）

321,136

139,227

93,714

19年度
実績

20年度
実績

21年度
実績

22年度
実績

23年度
見込

24年度
推計

（注）介護保険の収支を含んだ短期経理の収支状況となっています。

350,000

250,000

150,000

50,000

-50,000

-150,000

-250,000

-350,000

平成24年度平成24年度 事業計画及び予算事業計画及び予算



　

こ
の
経
理
は
、
年
金
の
原
資
と
な
る
掛

金
・
負
担
金
を
収
納
し
、
全
国
連
合
会
へ

納
付
す
る
経
理
で
す
。

　

財
源
率
は
、
平
成
21
年
の
財
政
再
計
算

の
結
果
、
平
成
26
年
ま
で
、
毎
年
9
月
に

3
・
5
4
‰
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
組
合
員
数
の
減
少
、
追
加

費
用
率
の
引
下
げ
の
影
響
も
あ
り
、
今
年

度
の
掛
金
・
負
担
金
収
入
額
は
、
前
年
度

よ
り
2
億
9
2
5
0
万
円
減
の
2
1
3
億

7
6
5
0
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
、
ご
自
身
の

年
金
個
人
情
報
が
ご
覧
い
た
だ
け
る「
地

共
済
年
金
情
報
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」が
開
設

さ
れ
、
本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
利
用
方
法
等
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
当
該
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
経
理
は
、
全
国
連
合
会
か
ら
年
金

積
立
金
の
一
部
の
預
託
を
受
け
て
、
定
期

預
金
等
の
流
動
性
預
金
に
よ
る
短
期
運
用

と
、
貸
付
経
理
、
物
資
経
理
へ
の
貸
付
及

び
縁
故
地
方
債
の
引
き
受
け
に
よ
っ
て
、

預
託
さ
れ
た
資
金
の
管
理
・
運
用
を
行
う

経
理
で
す
。

　

運
用
収
入
1
億
8
6
7
0
万
円
は
、
全

額
を
全
国
連
合
会
へ
払
い
込
む
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
資
金
運
用
に
関
す
る
情
報
の
透

明
性
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
平
成
23

年
度
以
降
の
運
用
状
況
を
本
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
毎
年
7
月
第
1
営
業
日
に
公
表

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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（　）内は支出に占める割合（　）内は収入に占める割合

掛金払込金
7,293,217
（34.1%）

負担金払込金
14,083,318
（65.9%）

掛金
7,293,217
（34.1%）

負担金
14,083,318
（65.9%）

収入
21,376,535
（単位：千円）

支出
21,376,535
（単位：千円）

（　）内は支出に占める割合（　）内は収入に占める割合

利息及び配当金
186,663（100%）

支払利息
186,663（100%）

収入
186,663
（単位：千円）

支出
186,663
（単位：千円）

長
期
経
理

預
託
金
管
理
経
理

平成24年度平成24年度 事業計画及び予算事業計画及び予算



　

こ
の
経
理
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の
利
用
助

成
等
、
組
合
員
及
び
そ
の
被
扶
養
者
の
健

康
の
保
持
・
増
進
事
業
と
特
定
健
康
診
査

及
び
特
定
保
健
指
導
を
行
う
経
理
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
県
・
市
町
連

携
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
事
業

主
体
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
と
し
、
当
該

事
業
に
係
る
経
費（
精
神
科
医
及
び
保
健

師
へ
の
報
酬
、
そ
の
他
事
務
費
等
）を
県
・

市
町
等
か
ら
補
助
金
と
し
て
受
入
れ
、
支

払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
ま
す
組
合
員
に
対
す
る
本
組
合
保
健
師

に
よ
る
特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
を
、「
積

極
的
支
援
」か
ら「
動
機
付
け
支
援
」に
変

更
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
一
部
を
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
た
特

定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
等
に
つ
き

ま
し
て
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
被
扶
養
者
の
方
に
は
、
受
診
券

及
び
健
診
の
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
組
合
指
定
の
医
療
機
関
等
で
受
診
券

を
提
示
し
て
受
診（
自
己
負
担
不
要
）し
て

く
だ
さ
い
。

（単位：百万円）
180

160

120

100

80

60

40

20

174

保
健
関
係

13

保
養
関
係

9

県
・
市
町
連
携
に
よ
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
事
業

1

研
修
・
講
習
会
等
関
係

1

そ
の
他

27

特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導

種類別事業計画額

0

（　）内は支出に占める割合（　）内は収入に占める割合

その他
25,403（8.5%）

宿泊経理へ繰入
29,500（9.8%）

連合会分担金
4,096（1.4%）

職員給与・旅費・事務費
16,955（5.6%）

特定健康診査等費
26,597（8.8%）

利息及び配当金　38

掛金・負担金
423,213（98.0%）

厚生費
198,218
（65.9%）

当期利益金
131,266

補助金
8,784（2.0%）

収入
432,035
（単位：千円）

支出
300,769
（単位：千円）
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保
健
経
理

保

健

関

係

人 間 ド ッ ク 利 用 助 成
保 養
関 係

愛 媛 共 済 会 館 利 用 助 成

脳 ド ッ ク 利 用 助 成 新 婚 ・ 銀 婚 等 利 用 助 成

が

ん

検

診

等

補

助

ミ ニ
ドック

眼 底 検 診 福 祉 施 設 利 用 助 成

大腸がん検診
研修会
等関係

労働安全衛生業務担当者研修会

H  b  A  1  c ラ イ フ プ ラ ン セ ミ ナ ー

肺がん
検 診

デジタルC R 健 康 講 習 会 補 助

ヘリカルC T

その他

電話健康・メンタルヘルス相談

胃 が ん 検 診 県・市町連携によるメンタルヘルス対策事業

子 宮 が ん 検 診 そ の 他

乳 が ん 検 診 特 定
健康診査
等 関 係

特 定 健 康 診 査

前 立 腺 が ん 検 診 特 定 保 健 指 導

肝 炎
ウイルス
検 診

Ｈ Ｂ s 抗 原

Ｈ Ｃ Ｖ 抗 体

インフルエンザ予防接種補助

はり・きゅう施術料助成

事 業 の 種 類

平成24年度平成24年度 事業計画及び予算事業計画及び予算



　

こ
の
経
理
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の
利
用
助

成
等
、
組
合
員
及
び
そ
の
被
扶
養
者
の
健

康
の
保
持
・
増
進
事
業
と
特
定
健
康
診
査

及
び
特
定
保
健
指
導
を
行
う
経
理
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
県
・
市
町
連

携
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
事
業

主
体
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
と
し
、
当
該

事
業
に
係
る
経
費（
精
神
科
医
及
び
保
健

師
へ
の
報
酬
、
そ
の
他
事
務
費
等
）を
県
・

市
町
等
か
ら
補
助
金
と
し
て
受
入
れ
、
支

払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
ま
す
組
合
員
に
対
す
る
本
組
合
保
健
師

に
よ
る
特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
を
、「
積

極
的
支
援
」か
ら「
動
機
付
け
支
援
」に
変

更
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
一
部
を
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
た
特

定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
等
に
つ
き

ま
し
て
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
被
扶
養
者
の
方
に
は
、
受
診
券

及
び
健
診
の
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
組
合
指
定
の
医
療
機
関
等
で
受
診
券

を
提
示
し
て
受
診（
自
己
負
担
不
要
）し
て

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
経
理
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
生

活
設
計
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

貯
金
事
業
を
行
う
経
理
で
す
。

　

組
合
員
数
の
減
少
に
伴
い
貯
金
加
入
者

の
減
少
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
度
末

の
貯
金
残
高
は
、
前
年
度
よ
り
15
億
円
減

の
5
2
1
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
物
資
経

理
の
収
支
改
善
を
図
る
た
め
、
前
年
度
よ

り
2
億
円
増
の
4
億
円
を
貸
し
付
け
る
予

定
で
す
。

　

今
年
度
の
貯
金
利
率
は
、
前
年
度
と
同

様
の
1
・
0
%
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
か
ら
お
預
か
り
し
た
資
金
は
、
本
組
合

で
定
め
る
資
金
の
管
理
・
運
用
基
準
に
基

づ
き
、
安
全
性
を
第
一
に
定
期
預
金
の
他
、

国
債
や
地
方
債
な
ど
の
債
券
に
よ
る
運
用

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

0 20 40 60 80 100

預金
17,612,808(31.35%)

国債
8,981,732
(15.99%)

地方債
4,793,580(8.53%)

政保債等
9,092,495
(16.19%)

証券投資信託
900,000(1.60%)

公営企業債2,192,335(3.90%)

社債
5,895,388
(10.50%)

円貨建外国債
6,193,000(11.02%)

長期貸付金
400,000
(0.71%)

その他
116,485
(0.21%)

貯
金
経
理
の
資
産
運
用
計
画

資産総額　５６１億７７８２万３千円
（単位：千円）

貯金事業の状況（平成24年度末推計）
貯金者数　9,465人

貯金額　521億円

１人当たり貯金額　550万円

加入率　62.2％

（　）内は支出に占める割合（　）内は収入に占める割合

その他
25,662（4.5%） 支払利息

517,157（90.8%）

当期利益金
207,229

職員給与・旅費・事務費
26,972（4.7%）

その他
1,920（0.2%）

利息及び配当金
775,100（99.8%）

収入
777,020
（単位：千円）

支出
569,791
（単位：千円）

　共済だより 4月号 Vol.2687

貯
金
経
理

平成24年度平成24年度 事業計画及び予算事業計画及び予算



　

こ
の
経
理
は
、
年
金
原
資
で
あ
る
積

立
金
を
預
託
金
管
理
経
理
か
ら
借
り
入

れ
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
資
金
の
貸

付
け
を
行
う
経
理
で
す
。

　

住
宅
の
新
築
・
購
入
・
修
理
や
、
入
学
・

修
学
な
ど
の
学
費
そ
の
他
生
活
必
需
品
の

購
入
費
用
等
で
資
金
が
必
要
な
と
き
は
、

貸
付
事
業
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
貸
付
事
故
が
発
生
し
た

場
合
の
保
険
と
し
て
全
国
連
合
会
が
貸
付

債
権
共
同
保
全
事
業（
自
家
保

険
）を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

全
国
で
累
積
す
る
未
収
金
の

処
理
を
進
め
る
た
め
、
今
年

度
か
ら
民
間
損
保
へ
移
行
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
今
年
度
の
当
該
事

業
に
係
る
保
険
料
率
は
、
貸

付
残
額
1
0
0
万
円
当
た
り

90
円
か
ら
25
円
引
き
上
が
り

1
1
5
円
と
な
り
ま
す
が
、

組
合
員
数
の
減
少
に
伴
う
貸

付
残
額
の
減
少
の
た
め
、
連

合
会
払
込
金
は
前
年
度
と
ほ

ぼ
同
額
の
1
千
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
13
P
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

こ
の
経
理
は
、
財
形
住
宅
貸
付
事
業
に
係
る

資
金
の
貸
付
を
行
う
も
の
で
、
全
国
連
合
会
か

ら
資
金
を
調
達
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
1
8
0
0
万
円
の
借
入
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

（　）内は支出に占める割合

（　）内は収入に占める割合

当期利益金
2,143

その他
1,295（0.6%）

支払利息
175,356（76.8%）

組合員貸付金利息
203,122（88.1%）

連合会払込金
10,034（4.4%）

利息及び配当金
370（0.1%）

職員給与・旅費・事務費
12,469（5.4%）

その他（賃借料・負担金など）
30,516（13.4%）

連合会交付金
25,731（11.2%）

収入
230,518
（単位：千円）

支出
228,375
（単位：千円）

　共済だより 4月号 Vol.268 8

貸
付
経
理

財
形
経
理

●平成24年度末貸付金推計　　
種　　　類 件数（件） 金額（千円） 割合（％）

普 通 貸 付 1,593 1,389,086 19.34

住 宅 貸 付 1,520 5,015,457 69.84

在宅介護対応住宅貸付 49 96,084 1.34

災 害 貸 付 3 20,052 0.28

特 別 貸 付 635 658,947 9.18

高額医療貸付 1 1,000 0.01

出 産 貸 付 1 420 0.01

合 計 3,802 7,181,046 100.00

（　）内は支出又は収入に占める割合

（単位：千円）

保険料
18（9.3％）

支払利息
176（90.7％）

財形貸付金利息
176（90.3％）

利息及び配当金
1（0.5％）

当期利益金
1

保険負担金
18（9.2％）

収入
195

支出
194

平成24年度平成24年度 事業計画及び予算事業計画及び予算



　

こ
の
経
理
は
、
年
金
原
資
で
あ
る
積

立
金
を
預
託
金
管
理
経
理
か
ら
借
り
入

れ
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
資
金
の
貸

付
け
を
行
う
経
理
で
す
。

　

住
宅
の
新
築
・
購
入
・
修
理
や
、
入
学
・

修
学
な
ど
の
学
費
そ
の
他
生
活
必
需
品
の

購
入
費
用
等
で
資
金
が
必
要
な
と
き
は
、

貸
付
事
業
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
貸
付
事
故
が
発
生
し
た

場
合
の
保
険
と
し
て
全
国
連
合
会
が
貸
付

債
権
共
同
保
全
事
業（
自
家
保

険
）を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

全
国
で
累
積
す
る
未
収
金
の

処
理
を
進
め
る
た
め
、
今
年

度
か
ら
民
間
損
保
へ
移
行
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
今
年
度
の
当
該
事

業
に
係
る
保
険
料
率
は
、
貸

付
残
額
1
0
0
万
円
当
た
り

90
円
か
ら
25
円
引
き
上
が
り

1
1
5
円
と
な
り
ま
す
が
、

組
合
員
数
の
減
少
に
伴
う
貸

付
残
額
の
減
少
の
た
め
、
連

合
会
払
込
金
は
前
年
度
と
ほ

ぼ
同
額
の
1
千
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
13
P
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

こ
の
経
理
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
が
、

本
組
合
の「
指
定
店
」で
自
動
車
や
電
気
製

品
等
生
活
必
需
品
を
購
入
す
る
際
に
、
購

入
代
金
を
本
組
合
が
一
括
し
て
立
替
払
い

す
る
事
業
を
行
う
経
理
で
す
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
預
託
金
管
理
経

理
か
ら
借
入
れ
て
い
る（
借
入
利
率 

年
利

2・4
%
）事
業
資
金
を
貯
金
経
理
か
ら
の
借

入（
借
入
利
率 

年
利
1
・2
%
）に
振
り
替
え

る
こ
と
と
し
、
今
年
度
は
借
入
額
を
2
億

円
増
額
し
て
、
前
年
度
よ
り
3
8
0
万
円
の

支
払
利
息
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
度
の
貸
し
倒
れ
事
故
件
数

等
の
減
少
に
よ
り
、
今
年
度
の
官
公
庁
等

共
済
組
合
一
般
資
金
貸
付
に
係
る
保
険
料

が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
も
影
響
し
、
今

年
度
は
8
年
ぶ
り
に
2
2
0
万
円
の
当
期

利
益
金
を
見
込
む
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※「
四
国
旅
劇
場
」の
詳

細
、ま
た
、宿
泊・宴
会・

会
議
等
の
予
約
に
つ
き

ま
し
て
は
、
え
ひ
め
共

済
会
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　共済だより 4月号 Vol.2689

物
資
経
理

●平成24年度事業の概要

販 売 品 目

電気製品、家具、自動車、自
転車、自動二輪車、時計、貴
金属、眼鏡、洋服、図書、楽器、
ストックハウス、住宅附帯設
備、スポーツ・レジャー用品、
呉服、健康器具等

販 売 方 法 店頭・巡回・通信

利 潤 率 平均　0.80％

購入制限額 200万円

指 定 店 数 164店

月 賦 期 間 2回～60回

債 務 保 証 官公庁等共済組合一般資金貸
付保険により行う

販売見込額 250,920千円

（　）内は支出に占める割合（　）内は収入に占める割合

その他
863（4.3%）

受取手数料
19,113（95.7%）

支払利息
8,904
（50.1%）

保険料
1,477（8.3%）

職員給与・旅費・事務費
3,550（19.9%）

その他
（普及費・賃借料など）
3,855（21.7%）

収入
19,976
（単位：千円）

支出
17,786
（単位：千円）

当期利益金
2,190

宿
泊
経
理

　

こ
の
経
理
は「
え
ひ
め
共
済
会
館
」の
経

営
を
行
う
経
理
で
す
。

　

今
年
度
は
、
施
設
の
改
修
と
し
て
、
非

常
用
電
気
蓄
電
池
交
換
及
び
耐
震
工
事
時

に
未
改
修
で
あ
っ
た
宿
泊
室
の
ク
ロ
ス
の

貼
り
替
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
等
の
人
感
セ
ン
サ
ー

付
き
照
明
器
具
へ
の
切
換
え
を
行
い
、
経

費
の
節
減
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
四
国
4
県
共

済
会
館
宿
泊
施
設
合
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
四

国
旅
劇
場
」、
期
間
限
定
の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

を
今
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
の
で
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
で
団
体
利
用
の
皆
さ
ま
を
応
援
す

る
宿
泊
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
は
、
今
年
度
か
ら

対
象
に
大
学
生
を
加
え
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
一
層
、
安
全
・
安

心
で
快
適
な
施
設
運
営
に

心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
宿
泊
・
宴
会
・
会
議

等
に
引
き
続
き
ご
利
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●年間利用計画　　　　　　　　
宿　　　泊 宴集会

利用人数 14，396人
（組合員5，078人／その他9，318人） 1,429件

年間収入 57,881千円 29,151千円

部門区分

平成24年度平成24年度 事業計画及び予算事業計画及び予算

（　）内は支出に占める割合（　）内は収入に占める割合

支出

修繕費
7,689（4.7%）

商品仕入
540（0.3%）

光熱水料
12,384（7.5％）

委託管理費
18,914（11.5%）

当期損失金
8,945

施設収入
87,032
（55.8%）その他

（賃借料など）
39,370
（25.3%）

保健経理
より繰入
29,500
（18.9%）

その他
72,595
（44.0%）

職員給与・
旅費・事務費
52,725（32.0%）

収入
155,902
（単位：千円）

支出
164,847
（単位：千円）
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【
財
政
調
整
事
業
・
特
別
財
政
調
整
事
業
】

　

短
期
給
付
に
要
す
る
費
用
は
、
組
合
員

と
市
町
村
が
掛
金
・
負
担
金
と
し
て
折
半

負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
法
定
給
付
に
要
す
る
掛
金
率
が
一
定

以
上
に
な
る
場
合
は
、
全
国
連
合
会
の
財

政
調
整
事
業
に
よ
る
調
整
交
付
金
（
短
期

経
理
の
財
政
窮
迫
組
合
に
対
す
る
財
政
支

援
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
掛
金
の
不
均
衡
を
調
整
し
、
組

合
員
の
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
も
の
で
す
。 

　

平
成
24
年
度
の
短
期
経
理
は
、
収
入
に
お
い
て
は
、
組
合
員
数

の
減
少
や
自
治
体
の
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
か
ら
引
き
続
き
短
期

給
付
に
係
る
標
準
給
与
総
額
の
減
少
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
支
出

に
お
い
て
は
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
が
大
幅
に
減
少
す
る
見
込
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
医
療
制
度
に
係
る
拠
出
金
等
の
合
計
が

前
年
度
よ
り
約
3
億
1
千
万
円
減
少
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、短
期
財
源
率
は
千
分
の
2
・
４
引
き
下
げ
て
、

千
分
の
95
・
０
４
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
度
か
ら
6
年
連
続
で
全
国
連
合
会
が
実
施
す

る
財
政
調
整
事
業
及
び
特
別
財
政
調
整
事
業
の
適
用（
下
表
の
と

お
り
）を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
財
政
調
整
交
付
金
及
び
特
別
財
政

調
整
交
付
金
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
度
は
、
短
期
財

源
率
が
引
下
げ
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
全
国
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
踏
ま
え
て
当
該
財
政
調
整
に
係
る
基
準
掛
金
率
が
千
分
の

45
・
５
か
ら
47
・
０
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
財
政

調
整
交
付
金
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

短
期
財
源
率
は
引
下
げ
と
な
り
ま
す
が
、
財
政
調
整
基
準
掛
金

率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
結
果
、
短
期
掛
金
に
係
る
実
質
掛
金
率
は

千
分
の
1
・
５（
対
給
料
は
千
分
の
1
・
８
７
５
）引
き
上
げ
ら
れ
、

千
分
の
47
・
５
２（
対
給
料
は
千
分
の
59
・
４
）と
な
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
24
年
度
も
財

政
安
定
化
計
画
を
策
定
し
、
医
療
給
付
の
適
正
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
特
定
健
康
診
査
及
び

特
定
保
健
指
導
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成２４年度  短期掛金率の概要
（単位：‰）

区　　分
期 末 手 当 等 給 料

平成23年度 平成24年度 前年度比較増▲減 平成23年度 平成24年度 前年度比較増▲減
定 款 本 則 ① 48.72 47.52

0.00
0.00

0.00
0.00

▲1.20 60.900 59.400 ▲1.500
特別財政調整② 1.20 ▲1.20 1.500 ▲1.500
財 政 調 整 ③ 1.50 ▲1.50 1.875 ▲1.875
実質 ( ① - ② -

給料月額 3 0万円の場合の短期掛金月額

③） 46.02 47.52 1.50 57.525 59.400 1.875

17,257円 17,820円 563円

期末手当等に係る率 給料に係る率

1.500

1000

法 定 給 付
掛　金　率

合計掛金率
（実質掛金率）

負担金率
財源率

1.20

1000
1.875

1000

（基準掛金率）
45.50

1000

（基準掛金率）
47.00

1000

（基準掛金率）

56.875

1000

（基準掛金率）

58.750

1000

附加給付等
掛 金 率

0.52

48.72
（46.02）

1000

0.52

47.52
（47.52）

1000

0.650

1000

0.650

60.900
（57.525）

59.400
（59.400）

48.72
97.44

47.52
95.04

60.900
121.800

59.400
118.800

1000

法 定 給 付 = Ａ － Ｂ

Ａ
保健給付、休業給付（育児休業手
当金、介護休業手当金を除く。）、
老人保健拠出金、退職者給付拠出
金、後期高齢者支援金、前期高齢
者納付金、病床転換支援金、一部
負担金返還金、短期任意継続掛金
還付金、連合会払込金、育児・介
護休業手当金拠出金、支払準備金
増減額、業務経理への繰入れ、前
年度欠損金（法定給付分）

Ｂ
高額医療交付金、補助金、短期利
息及び配当金、償還差益、賠償金、
雑収入、公的負担金、欠損金補て
ん積立金及び短期積立金（前年度
の調整交付金等を控除した額）

附 加 給 付 等

一部負担金払戻金・家族療養費附
加金・家族訪問看護療養費附加金
（基礎控除額25,000円）、出産費
附加金、家族出産費附加金、埋葬
料附加金、家族埋葬料附加金、支
払利息、前年度欠損金（付加給付分）

②

③

実質掛金率実質掛金率

（別図）

①

1.50

1000

平成23年度 平成24年度
平成23年度 平成24年度

①

参考

■短期掛金率（対期末手当）に係る財政調整事業等の適用状況（愛媛県）  （単位：‰）

年　度 短期掛金率
（A）

調整交付金率
（B）

特別調整交付金率
（C）

実質掛金率
（A）-（B）-（C）

平成18年度 36.07 1.5 0.635 33.935

平成19年度 37.28 1.5 2.655 33.125

平成20年度 40.72 1.5 1.18 38.04

平成21年度 41.37 1.5 0.355 39.515

平成22年度 46.52 1.5 2.01 43.01

平成23年度 48.72 1.5 1.2 46.02

平成24年度 47.52 0 0 47.52

短
期
掛
金
率
が
千
分
の
1
・
5
引
き
上
が
り
ま
す

短
期
財
源
率
は
、千
分
の
2・4
引
下
げ
に
！
平
成
24
年
度
短
期
経
理（
予
算
）
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共
済
組
合
で
は
、
組
合
員
や
被
扶
養
者

（
以
下「
組
合
員
等
」と
い
う
。）が
病
院
で

診
療
を
受
け
た
時
の
自
己
負
担
額
が
2
万

5
千
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
診
療
報
酬

明
細
書（
レ
セ
プ
ト
）に
基
づ
い
て「
一
部
負

担
金
払
戻
金
」、「
家
族
療
養
費
附
加
金
」及

び「
家
族
訪
問
看
護
療
養
費
附
加
金
」（
以
下

「
一
部
負
担
金
払
戻
金
等
」と
い
う
。）と
し

て
、
そ
の
自
己
負
担
額
の
一
部
を
払
い
戻

し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
区
町
村
の
条
例
に
基
づ
い

た
医
療
費
助
成
事
業
の
適
用
を
受
け
て
い

る
組
合
員
等
に
は
、
受
診
時
の
自
己
負
担

に
対
し
市
区
町
村
か
ら
助
成
が
あ
り
ま
す

の
で
、
共
済
組
合
か
ら
は
現
に
支
払
っ
た

額
に
基
づ
き
一
部
負
担
金
払
戻
金
等
の
給

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
一
部
負
担
金
払
戻
金
等
の
適

正
な
給
付
を
行
う
た
め
、
市
区
町
村
の
医

療
費
助
成
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き

や
受
け
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に

公
費
負
担
受
給（
開
始
・
停
止
）の
報
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
報
告
方
法
】

　

所
属
所
共
済
事
務
担
当
者
を
通
じ
て
、

公
費
負
担
受
給
報
告
書
を
共
済
組
合
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

医
療
費
助
成
の
適
用
を
受
け
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
負
担
金
払
戻
金
等

が
誤
っ
て
支
給
さ
れ
た
場
合
、
当
該
一
部

負
担
金
払
戻
金
等
は
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
報
告
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
つ
の
病
院
で
一
月
に
入
院
や
外
来
な

ど
の
窓
口
負
担
が
高
額
と
な
り
、
一
定
の

金
額
を
超
え
た
と
き
に
は
、
後
日
、
超
え

た
分
が
共
済
組
合
か
ら
高
額
療
養
費
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
額
な
医
療
費
と
な
っ
た
場

合
、
窓
口
負
担
も
相
応
の
金
額
を
用
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
本
年
4

月
か
ら
、
従
来
の
入
院
に
加
え
て
外
来
に

つ
い
て
も
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
組
合

員
証
と
一
緒
に
病
院
や
薬
局
の
窓
口
に
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
る
分
は
窓
口
負
担
す
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
い

方
は
、
所
属
所
共
済
事
務
担
当
者
へ
限
度
額

適
用
認
定
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
既
に
交
付
さ
れ
て
い
る
限
度
額

適
用
認
定
証
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効

期
限
ま
で
外
来
時
に
も
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

70
歳
か
ら
74
歳
の

一
部
負
担
金
は

引
き
続
き
1
割
負
担

　

平
成
18
年
度
の
医
療
制
度
改
正
で
、

平
成
20
年
4
月
か
ら
2
割
負
担
に
見

直
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

70
歳
か
ら
74
歳
の
高
齢
受
給
者（
現
役

並
み
所
得
者
は
除
き
ま
す
。）に
係
る

一
部
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
引
き
続
い
て
、
平
成
24
年

度
も
引
上
げ
が
凍
結
さ
れ
、
平
成
25

年
3
月
31
日
ま
で
1
割
負
担
と
な
り

ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
外

来
時
の
窓
口
負
担
も
軽

減
で
き
ま
す
。

市
区
町
村
の
医
療
費
助
成
事
業
の
適
用
を

受
け
て
い
る
皆
さ
ん

医
療
機
関
の
窓
口
で
高
額
な

負
担
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

平
成
24
年
4
月
か
ら

医
療
費
助
成
事
業
の
適

用
状
況
に
つ
い
て
の
確

認
調
査
を
５
月
に
実
施

し
ま
す
。

区　　分 一部負担金負担割合

70歳～
74歳

現役並み所得者 ３割

一　　般 １割

小学生～69歳 ３割

0歳～未就学児童 ２割
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安
全
・
有
利
な
普
通
貯
金
で
、
加
入
率
は

60
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

預
入
は
、
給
料
天
引
又
は
銀
行
の
窓
口
か

ら
払
込
み
い
た
だ
き
、
払
戻
は
請
求
書
に
基

づ
き
組
合
員
口
座
へ
送
金
し
て
い
ま
す
。

　

無
理
な
く
計
画
的
に
貯
金
で
き
ま
す
の

で
、
ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
共
済
組
合
指
定
店（
別

冊「
物
資
供
給
事
業
契
約
業
者（
指
定
店
）名

簿
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）で
自
動
車
等
を
購
入

す
る
際
に
、
購
入
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を

共
済
組
合
が
立
て
替
え
て
支
払
う
事
業
で
す
。

　

貸
付
事
業
と
異
な
り
、
利
用
者
は
給
料
及

び
賞
与
か
ら
の
償
還
回
数
等
を
柔
軟
に
設
定

で
き
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
、
住
宅
の
建
築
や
改

修
、
ま
た
教
育
な
ど
の
資
金
を
必
要
と
す
る

と
き
、
共
済
組
合
が
そ
の
資
金
の
貸
付
を
行

う
事
業
で
す
。

　

借
受
人
は
貸
付
金
額
に
対
応
す
る
償
還
表

に
よ
り
償
還（
返
済
）し
ま
す
。

　

収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
考
え
、

計
画
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
共
済
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(h
ttp
://w
w
w
.eh
im
e-kyo

sai.jp
/)

●
●
●
●
新
組
合
員
の
皆
さ
ん
へ
●
●
●
●

共
済
組
合
福
祉
事
業
の
ご
案
内

　

共
済
組
合
で
は
、
共
済
事
業
の
中
心
で
あ
る
医
療
保
険
制
度
・
年
金
制
度
の
他
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
生
活
の
安

定
と
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
福
祉
事
業
の
中
か
ら
、
貯
金
・
貸
付
・
物
資
の
三
事
業
を
ご
案
内
し
ま
す
。

年　　利 1.0%（税引後0.8%・4月1日現在）

預入方法

○定例貯金
　毎月の給料から千円単位で申出の金額
　を天引する方法
○臨時増額貯金（随時）
　指定金融機関の窓口から千円単位で任
　意の金額を払込む方法
※併用もできます。

払戻方法

◇共済貯金払戻請求書を提出していただ
　くことで、共済組合に届出した口座へ
　払戻・送金されます。
◇通常火曜日締切の金曜日送金です。
　詳しくは、共済組合ホームページの「貯
　金払戻スケジュール」をご覧ください。

貸付種類 申込事由 年利
(変動金利) 貸付種類 申込事由 年利

(変動金利)

普通貸付 生活必需物資の購入等で臨時に資金が必要なと
き 2.72% 修学貸付 組合員又はその被扶養者等が学校教育法に基づく学

校等において修学するために資金が必要なとき 2.72%

住宅貸付 自ら居住するための住宅を新築・購入・増改築・
修理又は土地を購入するとき

2.72%(抵当権
の設定が必要な
場合は2.66%)

結婚貸付 組合員又はその被扶養者等が結婚する際に資金が必
要なとき 2.72%

在宅介護対応
住宅貸付

自ら居住するための住宅を要介護者に配慮した
構造を有する住宅にするとき

2.46%(抵当権
の設定が必要な
場合は2.40%)

葬祭貸付 組合員の配偶者・子・父母の葬祭で資金が必要なとき 2.72%

災害貸付
水震火災その他の非常災害等により組合員の居住
かつ所有する住宅に損害を受けて臨時に資金が必
要なとき

2.28%(抵当権
の設定が必要な
場合は2.22%)

高額医療
貸　　付

組合員又はその被扶養者が高額療養費の支給対象とな
る療養の支払いのため臨時に資金が必要なとき 無利息

医療貸付 組合員又はその被扶養者の保険適用外の療養に係
る支払いのため資金が必要なとき 2.72% 出産貸付 出産費又は家族出産費の支給対象となる出産に係る

支払いのため臨時に資金が必要なとき 無利息

入学貸付 組合員又はその被扶養者等が学校教育法に基づ
く学校等に入学するために資金が必要なとき 2.72% 財形住宅

貸付事業
全国市町村職員共済組合連合会が行う財形住宅貯蓄
に係る財形住宅資金貸付事業

5年毎の
変動金利

※貸付限度額、締切日、送金日等につきましては、本組合ホームページをご覧ください。

年　　利 2.9%（変動金利）

立替限度額 200万円

償還方法等

給料及び賞与からの天引きに
よる償還
毎月償還分は60回以内、賞
与償還分は立替金額の半分以
内でご自分の希望により設定
できます。

購入票締切日 毎月5日及び20日
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3
月
末
日
を
も
っ
て
、
平
成
23
年
10
月
1

日
か
ら
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
の
半
年
分

の
利
息（
年
利
1
・
0
%
、
税
引
後
0
・
8
%
）

を
計
算
し
、
元
金
に
組
み
入
れ
ま
し
た
。

　

今
月
下
旬
に
、
組
合
員
全
員
に
ポ
ケ
ッ
ト

カ
レ
ン
ダ
ー
を
、
加
入
者
の
方
に
は「
共
済

貯
金
現
在
残
高
通
知
書
」の
配
付
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
加
入（
口
座
開
設
）時
に
お
配
り

し
て
い
ま
す
貯
金
控
帳
と
併
せ
て
、
日
頃
の

残
高
管
理
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の

払
戻
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
表
の
と
お
り
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

貯
金
事
業
の
お
知
ら
せ

利
息
を
元
金
に
組
み
入
れ
ま
し
た

※払戻請求書締切日は、払戻請求書の共済組合受付の日です。
※詳しくは共済組合ホームページ「貯金払戻スケジュール」を
　ご覧ください。

　

全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
が

実
施
し
て
い
る
貸
付
債
権
共
同
保
全
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
ま
で
自
家
保

険
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
民
間
損
害
保
険
へ
移
行
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
民
間
損
害
保
険
へ
の
移
行
に
つ
き

ま
し
て
は
、
従
来
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
貸
付
事
故
件
数
の
増
加
な
ど
の

た
め
、
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
貸
付
事
故
が
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と
、

全
国
で
1
7
0
億
円
に
も
積
み
上
が
っ
た

未
収
金
を
早
急
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
、
他
の
地
方
公
務
員
共
済
組
合（
公

立
学
校
・
地
方
職
員
・
警
察
）は
民
間
損

害
保
険
で
対
応
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
平
成
24
年
度
か
ら
民
間
損
害
保
険
へ

移
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
4
月
以
降
に
発
生
し
た
貸

付
事
故
に
係
る
債
権
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
故
後
速
や
か
に
債
権
譲
渡
を
行
い
、
民

間
損
害
保
険
会
社
が
債
権
回
収
等
に
当
た

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
者
は
全
国
市
町
村
職
員
共

済
組
合
連
合
会
に
な
り
ま
す
の
で
、
構
成

組
合
は
今
ま
で
と
同
様
に
保
険
料
を
連
合

会
に
払
い
込
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
が
支
払
う
保
険
料
は
、
貸
付
残

高
1
0
0
万
円
に
対
し
1
1
5
円（
月
額
）

と
な
り
、
平
成
23
年
度
よ
り
25
円（
月
額
）

の
引
上
げ
に
な
り
、
平
成
24
年
度（
予
算
）

の
保
険
料
年
額
は
1
0
0
3
万
円
で
平
成

23
年
度
末
見
込
み
よ
り
52
万
円
の
増
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
こ
と
に
伴
う
貸
付
利
率（
債

権
保
全
に
係
る
保
険
料
一
部
負
担
金
率
を

含
む
。）の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
民
間

損
害
保
険
の
契
約
内
容
が
住
宅
と
住
宅
以

外
で
異
な
る
こ
と
か
ら
、
災
害
新
規
貸
付

に
つ
い
て
、
家
財
の
損
害
に
係
る「
災
害

家
財
貸
付
」と
住
宅
の
損
害
に
係
る「
災
害

住
宅
貸
付
」の
２
種
類
に
整
理
さ
れ
、
改

め
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
こ

と
に
よ
る

貸
付
条
件

そ
の
他
の

変
更
点
に

つ
い
て
は
、

お
っ
て
お

知
ら
せ
し

ま
す
。

貸
付
事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

区分 年  月  日
（変更は届出日） 指定店名 所在地 電話

番号
取扱
商品

取消 H24.2.9  ㈱クラモト 眼鏡

取消 H24.2.29 スカイオート 自動車

物資指定店 の追加・変更・取消

　指定店会では「組合員割引」を行っています。
　これは、組合員割引取扱店において割引対象商
品を購入する際に、組合員証を提示することによ
り割引を受けることができるサービスです。
　概要は、本号別冊「物資供給事業契約業者（指定
店）名簿」の裏面「組合員割引取扱店一覧（24 年度）」
をご覧ください。

～指定店会からのお知らせ～

組合員割引いたします

ゴールデンウィーク期間中の
共済貯金の払戻予定

払戻請求書
締切日※ 送金予定日

4月24日(火) 4月26日(木)

【注意】 4月27日から5月10日まで  　　　 の間は送金がありません。

5月8日(火) 5月11日(金)
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50
歳
代
は
、
退
職
後
の
人
生
を
充
実
し
た

も
の
に
す
る
た
め
に
、
退
職
後
の
人
生
の
見

通
し
を
立
て
、
新
し
い
生
活
を
作
り
出
す
時

期
で
す
。

　

共
済
組
合
で
は
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
三
本

柱
で
あ
る
生
き
が
い
・
健
康
・
家
庭
経
済
設

計
等
に
係
る
情
報
の
提
供
及
び
生
活
設
計
づ

く
り
の
支
援
の
た
め
に
、（
財
）地
方
公
務
員

等
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
協
会
及
び
野
村
證
券
（
株
）

か
ら
講
師
を
迎
え
、（
財
）愛
媛
市
町
村
職
員

互
助
会
と
共
同
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

○
開
催
日

　

平
成
24
年
7
月
25
・
26
・
27
日 

○
対
象
者

　

50
歳
以
上
の
組
合
員

○
定
員

　

各
日
80
名

○
参
加
希
望
者
の
募
集
方
法

　

6
月
に
、
所
属
所
の
共
済
事
務
担
当
課（
係
）

　

を
通
じ
て
募
集
し
ま
す
。

　

前
年
度
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は

「
も
っ
と
早
く
参
加
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
」

と
の
ご
感
想
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

50
歳
代
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

こ
れ
ま
で
は
、
契
約
指
導
機
関
に
お
い

て
保
健
指
導
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
共
済
組

合
又
は
順
風
会
健
診
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師

が
所
属
所
等
に
お
伺
い
し
、
保
健
指
導
を

行
い
ま
す
。

　
「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」は
引
き
続
き

所
属
所
を
経
由
し
て
配
付
し
ま
す（
9
月

か
ら
随
時
配
付
）。

「
積
極
的
支
援
」と
判
定
さ
れ
た
組

合
員
の
方
…
契
約
指
導
機
関
で
保

健
指
導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
共
済
組
合
の
保
健
師
が

保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
、「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」を
所
属

所
を
経
由
し
て
配
付
し
ま
す（
9
月
か
ら

随
時
配
付
）の
で
、
契
約
指
導
機
関
に
お

い
て
保
健
指
導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
の
成
果
が
皆
さ
ん
の

保
険
料（
短
期
掛
金
・
負
担

金
）に
影
響
し
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
方
が
加
入
し
て
い
る「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」の
財
源
の
4
割
は
、

健
保
・
国
保
・
共
済
組
合
な
ど
の
医
療
保

険
者
が「
支
援
金
」と
し
て
拠
出
し
て
い
ま

す（
本
組
合
の
支
援
金
は
平
成
24
年
度
予

算
で
約
16
億
8
千
万
円
）。
こ
の
支
援
金

の
額
が
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
の
利
用
率
、
成
績
等
に
よ
る
評
価
に
基

づ
き
調
整
さ
れ
、
最
大
10
%（
本
組
合
の

平
成
24
年
度
予
算
で
計
算
す
る
と
約
1
億

7
千
万
円
）増
減
し
ま
す
の
で
、
評
価
に

よ
っ
て
は
皆
さ
ん
の
保
険
料
が
上
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
そ
の
最
初
の
評
価
対

象
の
年
に
な
り
ま
す
が
平
成
22
年
度
に
お

け
る
、
本
組
合
の
組
合
員
の
特
定
保
健

指
導
実
施
率
は
14
・
1
%
で
全
国
の
市
町

村
共
済
グ
ル
ー
プ
平
均
の
15
・
5
%
を
下

回
っ
て
お
り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
保
健
指
導
の
対

象
と
な
っ
た
方
は
積
極
的
に
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
被
扶
養
者
の
方
が
対

象
と
な
っ
た
場
合
に
も
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

是非ご参加ください！

　

特
定
保
健
指
導
と
は
、
年
度
末
ま
で
に

40
歳
か
ら
74
歳
に
到
達
す
る
組
合
員
及
び

被
扶
養
者
を
対
象
と
し
た
特
定
健
康
診
査

（
職
場
の
定
期
健
康
診
断
又
は
人
間
ド
ッ

ク
を
含
む
。）の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
方
に
行
わ
れ
る
保

健
指
導
の
こ
と
で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク（
高
血
糖
、
脂
質
異

常
、
高
血
圧
、
喫
煙
歴
）数
に
応
じ「
動
機

付
け
支
援
」と「
積
極
的
支
援
」に
分
け
ら

れ
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
方
は

指
導
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

組
合
員
の
方
の
特
定
保
健

指
導
の
利
用
方
法
が
変
更

に
な
り
ま
す
。（
今
年
度
も

費
用
は
無
料
で
す
。）

「
動
機
付
け
支
援
」と
判
定
さ
れ
た

組
合
員
の
方
…
共
済
組
合
等
の
保

健
師
が
所
属
所
に
お
伺
い
し
て
保

健
指
導
を
行
い
ま
す
。
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運
動
習
慣
と
健
康
対
策

　最大の運動効果は「寿命を伸ばす」と言うことでは
ないでしょうか。運動で病気にかからない身体は、
血液もきれいで流れも良く、血管年齢も若く、細胞
も活性化される、当然体力も向上し疲れを感じにく
くなるわけです。さらにストレスなどの精神的疲れ
にも強くなります。運動は毎日続けることが一番効
果的ですが、週 1のパターンでも運動を続けた方が、
運動効果は期待できます。何よりも自分にあった運
動を続けることが大切です。

無理のない習慣的な運動が寿命をのばす!

1. 体力の増強
2. 運動の持久性が増す。
3. 肥満を改善する。
4. 筋力が増す。
5. 血圧が下がる。
6. 心筋、骨格筋の代謝の向上
7. 骨粗鬆症を予防する。
8. 日々の生活の行動力が増す。
9. 糖代謝が良くなる。

1. スタミナがなくなる。
2. 筋力が低下する。
3. 食欲の低下
4. 転びやすくなる。
5. 骨折しやすくなる。
6. 心臓が小さくなる。
7. 下肢がむくむ。
8. 行動力・気力の低下
9. 糖尿病になりやすい。

健
康
の
３
要
素
と
し
て
栄
養
、
運
動
、
休
養
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
日
々
の
生
活
に
お
い
て
健
康
を
維
持
す

る
に
は
規
則
的
な
運
動
や
身
体
活
動
は
特
に
中
高
年
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
重
要
な
事
で
す
。

あ
ま
り
身
体
活
動
を
必
要
と
し
な
い
事
務
系
職
員
は
、
そ
の
他
の
営
業
職
員
と
く
ら
べ
心

疾
患
、
突
然
死
、
脳
疾
患
の
か
か
る
率
が
数
倍
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
に
合
っ
た
運
動
を
習
慣
化
し
健
康
な
身
体
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

運動習慣の効用

　運動を始めるのに気乗りがしないかもしれません。しかし、家庭の雑
事でも健康状態を改善することができます。ポイントは、自分の筋力を
常に使うことによって、生活体力を増強することです。何よりも大切な
ものは自分がよりよく運動の大切さを感じ取ることです。

　運動の効果が大きいと感じている人は、きっと運
動を実践していてその効果を実感している人ではな
いでしょうか。反対に、運動の効果を感じない人は、
運動をしたい気持ちがあまり強くなく、運動には時
間とおカネがかかる、運動すると疲れる、汗をかく
のがいやだ、関節が痛む、胸が苦しい、転ぶのがコ
ワイ、苦手だ、かっこ悪い、運動する時間があった
ら他のことがしたいなどネガティブに考えがちでは
ないでしょうか。
　まず運動を習慣化するためには、運動を楽しむ。「運
動をしたくない気持ちや状況」をできるだけ小さくし
て、運動に対するイメージを良い方に変えることです。

運動をしないでいると!

運動に期待する効果
○病気の予防
○病気の治療
○生活機能の維持
○生活の質の向上
○心理的効果
○社会的効果
○健康寿命の延長

運動に対する
マイナスイメージ
○骨関節障害
○熱中症
○事故
○突然死
○お金がかかる
○時間がない



洋皿は３種類の中からいずれか１種類お選びください
※１グループ1種類

洋皿は３種類の中からいずれか１種類お選びください
※１グループ1種類

お1人様

飲み放題・2時間

瓶ビール・日本酒・焼酎（芋・麦・米）
・チューハイ・ソフトドリンク

1,500円

※その他ご予算に合わせた各種宴会料理をご用意させていただきますので、お気軽にお問い合わせください。

宿泊予約状況（3月22日現在）

5
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 6
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
● ● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● 余裕あり　▲ あと僅か　× 満 室

表
紙
に
よ
せ
て

積
善
山
の
三
千
本
桜（
岩
城
島
）

　

岩い
わ

城ぎ

島じ
ま

は
愛
媛
県
北
東
部
、
し

ま
な
み
海
道
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置

す
る
離
島
で
、
古
く
か
ら
瀬
戸
内

海
航
路
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
江

戸
時
代
に
は
松
山
藩
の
藩
主
が
参

勤
交
代
時
に
立
ち
寄
る
本
陣
が
お

か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

島
の
中
央
に
そ
び
え
る
標
高

３
７
０
メ
ー
ト
ル
の
積せ

き

善ぜ
ん

山ざ
ん

で
は
、

毎
年
４
月
（
本
年
は
８
日
㈰
〜
14

日
㈯
）
に
”い
わ
ぎ
桜
ま
つ
り
“

が
開
催
さ
れ
三
千
本
の
桜
が
観
光

客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

頂
上
の
展
望
台
か
ら
見
る
島
々
の

大
パ
ノ
ラ
マ
は
圧
巻
で
、
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

─組合の現況─
（平成24年2月末現在）

◎所属所数 ..................................................................42
◎組合員数 .............................................15,197人
　　　　男 .................................................9,904人
　　　　女 .................................................5,293人
◎平均給料月額（短期） ..........322,811円
◎被扶養者数 .......................................18,468人
　（含任継 ...............................................内 259人）
◎任意継続組合員 ......................................357人
◎年金受給者数 ..................................16,302人

◎発行所／愛媛県市町村職員共済組合　松山市三番町5丁目13-1
◎編集発行人／山内 定樹　URL http://www.ehime-kyosai.jp/　 環境にやさしい大豆油インキを

使用しています。

ご予約・お問い合わせは ...................................

えひめ共済会館
TEL 089-945-6311
FAX 089-945-6322
〒790-0003 松山市三番町5丁目13-1
http://www.ehime-kyosai.jp/kaikan/ご予約はお電話にて

好評承り中♪♪

「四国4県共済会館・宿泊施設合同キャンペーン」

平成25年3月31日まで
どこに宿泊されても 1県目  お一人様 1泊2食付 7,500円(税込)
2県目  10％off 3県目  50％off 4県目  無料
巡れば巡るほどお得になる
詳しくはホームページをご覧ください。

「四国旅劇場」
「四国4県共済会館・宿泊施設合同キャンペーン」

魚料理

肉料理

野菜料理

★媛鯛のグリル（アンチョビと黒オリーブソース）

★媛ポークの焼きリゾット（ごぼうソース）

★挟み椎茸（媛王）の肉詰め（レンズ豆醤油）

愛媛県産の旬の素材にこだわったおすすめ料理を是非ご賞味ください

写真の洋皿は魚料理（媛鯛）

春の媛彩コ
ー
ス

～平成24年5月31㈭まで

お1人様 3,500円
（税込）




